
令和7年度自己点検評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による評価 【令和8年6月5日実施】

自己評価 委　員　評　価

基準を満たしてお
り、特筆すべき取組
を行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

現状・具体的な取組み等
課題と解決方法

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

基準を満たしており、
特筆すべき取組を
行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

1　教育
理念・目
的・目標

1 教育理念、
目
的及び目標の
設定等

教育理念等を踏まえ、当該専門学
校としての目的及び目標を明確に
設定し、養成する人材像を明確に
していること。

・学則、細則、内規等
・学生便覧P5
・卒業方針等が学科等ご
とに記載されている資料

3

実学教育・人間教育・国際教育を建学の理念として便覧に明記している。
育成人材像は教育目的、ディプロマポリシー(専門士授与の方針)として便覧に明
記している。カリキュラム改正の方向性と、業界との連携から得た知見を踏まえ、
ディプロマポリシーを定めた。
【概要】人間教育では生命の尊厳と人格の尊重を基盤とし、豊かな人間性と倫理観
を有し、社会人基礎力を高め、専門職として研鑽し続ける基礎的能力を育成する。
実学教育においては人間を総合的に理解し、臨床判断能力、安全安楽な技術、態
度、基礎的能力を修得する。更に異文化理解を深め多様な価値観に柔軟な対応
ができ、多職種連携しチームに貢献できる力を培う。

DP1について、2025年度は、3年次最後の統合実習終了時に社
会人基礎力と倫理観の自己評価を調査、成長を認めたと評価し
た。
DP3については、看護師国家試験合格率が91.1％であった。国
家試験対策等の改善が必要である。
DP4については、海外研修が現地で実施できない状況であり、オ
ンライン研修、看護研究発表会における異文化理解の特別講演
等代替学習を実施した。

3.0

学生観を生かして具体的な取り組みをされて
いると思います。

看護師国家試験合格率の改善として学生が
共通として落としている苦手分野を特定し、早
期のアプローチとして個人的に少人数制の補
習形式の対策をカリキュラムに組み込む

学校関係者評価委員よりの御意見

学校法人　大阪滋慶学園   大阪医療看護専門学校　学校関係者評価委員会　資料

大項目 小項目 評価の基準
評価の基準となる
資料、データ等

自己点検・評価項目総括



令和7年度自己点検評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による評価 【令和8年6月5日実施】

自己評価 委　員　評　価

基準を満たしてお
り、特筆すべき取組
を行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

現状・具体的な取組み等
課題と解決方法

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

基準を満たしており、
特筆すべき取組を
行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

学校関係者評価委員よりの御意見

学校法人　大阪滋慶学園   大阪医療看護専門学校　学校関係者評価委員会　資料

大項目 小項目 評価の基準
評価の基準となる
資料、データ等

自己点検・評価項目総括

①学校の目的・目標及び養成する
人材像を実現するために必要な
教育課程編成・実施方針を作成し
た上で、教育課程を体系的に編成
し、系統性・段階性に配慮した授
業科目を配置していること。

3

法令に基づき、建学の理念に沿った教育課程を編成し、実施方針についてはカリ
キュラムポリシーに明記している。
法人では、入学式を最初の授業、卒業式を最後の授業として各種行事・説明会等
を理念に基づくキャリア教育の機会と位置付けている。特別教育活動の教育目的・
内容は便覧に明記している 。また、法人のスケールメリットを活用し、多職種連携
教育・海外研修・卒業前教育を実施している。コロナ禍以降、国際教育は海外提携
校とオンラインで交流し、カリフォルニアの提携校の教授・看護学生と看護体制、健
康課題、国家試験、学生生活の紹介等のディスカッションを行った。
時代の変遷・環境変化と共に看護を取り巻く環境は変化し、対象者と社会のニー
ズは看護師の働き方に影響する。新カリキュラムでは10年後を見据え、多様な場
で、多職種とチームで協働し、ICT活用できる人材育成を目指した。

人間教育としてキャリア教育を強化している。具体的には、実習
と就職フェア、夏季休暇中の病院見学・インターンシップ、実習施
設説明会では自分の将来を見据え、専門職業人として看護観や
倫理性、態度も学び、仕事について卒業生からの就職指導、卒
業前の新入職者教育を行っている。また、円滑な学校運営のもと
で主体性・課題発見力・踏み出す力等を育むことを鑑み、上級生
が１年生に学校生活を説明したり、技術演習の助言者になるなど
共にに学ぶ授業も実施している。校外での探索学習、ボランティ
ア参加、上級生からの看護学生生活指導、スポーツ大会を催し、
クラス枠を外した実習グループ編成等、学内外での交流機会、実
習施設からボランティア依頼やアリバイ募集もある。系列校との
多職種連携教育を継続しチーム医療に貢献できる力を育成する
特徴ある科目と位置づけている。
各学年の学年到達目標を定め、年間教育計画を立案し、年度初
めに学生・保護者に提示している。

2.8

多方面からの意見を活かして毎年検討がされています他
大学との情報交換、協力体制も整えられ、人材育成に取り
組まれていると思います。

他中学、高校や大学等でもコロナは落ち着いているので海
外研修や留学など行っているのにいつまでも行けずオンラ
インなのか？楽しみにしている生徒もいるはずです。大阪
医療看護専門学校での1つの行事としてせっかく海外研修
があるのに行けなくて残念です。お金がかかると言ってい
たらどこも行けないです。日数を変えるとか行き先を変える
とか、行けないなら行けないで早めに生徒や保護者にも周
知するべきだと思います。
お金、情勢の事を言っていたら永遠に海外研修に行けな
いままになるのでは。他学校はすでに海外行っています。
今後行かないのであればパンフレットなど消すべきです。

海外研修についてはもう少し明確に提示するべきだと思い
ます

②外国人留学生に対して、日本国
内に就職する際に必要となる日本
社会の理解の促進に資する授業
科目を10 単位以上開設している
こと。【注）外国人留学生キャリア
形成促進プログラム】

－ 該当なし
開校以来、留学生は入学していない。

該当なし -

今後医療現場の多様化や増える人手不足の
事を考えると今後受入も検討してみてもいい
かも

①授業科目内容に応じ、講義、演
習、実験、実習又は実技など、適
切な授業形態で教育が実施され、
かつ、適切な教材が用いられると
ともに、成績評価基準に基づき成
績評価を行っていること。

3

理念に沿った法人の運営方針をもとに、本校の運営方針を定めており、事業計画
と併せて会議や研修にて教職員への周知の徹底を図っている。
ディプロマポリシーに基づき教育課程を編成し、基礎的な看護実践力の強化のた
めに各領域の看護実践論で事例に基づくシミュレーション学習を実施し、技術到達
度の確認を行っている。
専門職連携授業では、スクールメリットを活かし姉妹校と連携して①放射線学科・
臨床工学技士学科、②理学療法士学科・作業療法士学科を実施している。またME
機器に関して姉妹校で実際の機器に触れながら学習する機会を設定している。

学園グループの建学の理念に基づき、看護師養成校として年度
の学校目標を策定し教育の質向上をめざしている。
専門職連携授業では、学園のスケールメリットを活かし姉妹校と
連携して①放射線学科・臨床工学技士学科、②理学療法士学
科・作業療法士学科を実施している。またME 機器に関して姉妹
校で実際の機器に触れながら学習する機会を設定している。

3.0

②企業等と連携した、実習、実
技、実験又は演習等（以下「実習・
演習等」という）の授業を行ってい
ること。教育目標の達成に必要な
企業等と連携した実習・演習等の
単位時間または単位数の総授業
時数に占める割合を具体的に設
定していること。【注）職業実践専
門課程】

3

看護師等養成所指定規則に基づく実習・演習科目及び単位数を設定している。
臨地実習は教育効果を考慮した施設選定に留意している。実習施設には、国立・
公立・公的・私立医療・福祉施設に依頼し、多様な場で実習することにより、対象者
の生活の場と、看護職の多様な働き方が学べるよう実習施設確保に努めている。
就職先や学外実習先、海外研修実務提携校、学生出身校、講師からの意見や教
育課程編成委員会での意見を反映している。また、各学年で年1回の保護者会を
実施し保護者と連携しながら教育している。

豊中市の「とよなかいきてゆくフェス」や「とよなかフクシてん」に
地域・在宅看護論の演習として参加・ボランティア参加し、地域住
民と接し、医療福祉の連携・協働を学んでいる。
母性看護学実習として、母親のセルフヘルプグループ「赤ちゃん
先生」に依頼し、子育て中の母親と乳幼児から女性のライフサイ
クルと健康を学んでいる。さらに、「赤ちゃん先生」主催のイベント
にボランティア参加している。

3.0

行政との連携、学習方法もディベートを取り入
れるなどの工夫が良いと思います

3 単位・卒業
認定

学校の目的・目標及び養成する人
材像を実現するために必要な卒
業認定方針（資格・免許等を含む
修得させる職業能力を含む）を学
科ごとに定め、当該方針に基づき
卒業の認定をしていること。

・シラバス
・学則
・学生便覧P26卒業等
・保健師助産師看護師学
校養成所指定規則等

シラバスに基づき単位修得の判定を行い、単位修得の認定会議を各学年終了時
に実施、105単位を習得した学生に卒業判定会議の議を経て決定している。 3.0

卒業認定方針を踏まえ、学科ごと
に職業能力を含む資質能力の修
得（資格・免許等の取得や知識・
技術・技能の修得含む。）につい
ての目標を定め、その目標が達成
できていること。

3
教務会、教職員会議を月1回以上実施し、学校・学科運営が常に運営方針に沿っ
ているか、実践力修得の検証にも努めている。
カリキュラム改正後5年経過し、看護実践力の育成のために到達度の確認、カリ
キュラム全体評価を検討している。

3.0

国試合格率が下がったことに対し、次の対応
を検討されています。

学生が望む進路の実現に関する
目標を定め、その目標が達成でき
ていること。

3

キャリア教育に対する法人の考え方やフレームを「キャリア教育マップ」として取り
組んでいる。また、入学式では学び方、卒業前の新入職者導入プログラムと卒業
式では社会人としての働き方についてプレゼンテーションし、キャリア教育につな
げている。
学生はポートフォリオを作成し、自分のキャリアプランに向かって計画的な学習を
勧めている。
インターンシップや見学から就職活動は開始しているので社会人基礎力を高める
支援をしている。

卒業生から就職、キャリア形成について自己の体験を話してもら
う機会を設定している。自己の就職先決定は2年次の12月～2月
頃、教員が面談し意思決定を支援している。第3希望までの施設
にほぼ全員が就職している。

3.0

サポート体制が取られています。

就職した卒業生（離職率や定着率など）からの
フィードバックをさらに集約しキャリア支援へと
制度を上げていく。

2　教育
課程、教

育
の実施、
学修成

果

1 教育課程の
編成と授業科

目

・学則
・学生便覧P6～7、11～22
・シラバス、履修ガイド、履
修案内等
・カリキュラムマップ

2 教育の実施

・シラバス
・カリキュラムマップ等
・学則、成績評価基準等
・保健師助産師看護師学
校養成所指定規則等

4 学修成果目
標の達成状況

・卒業方針等が学科等ご
とに記載されている資料
・学生のポートフォリオ
・学生便覧P9
・指定養成施設の場合は
指定規則等
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①入学者の受け入れ方針、入学
選考基準、方法を定め、入学希望
者に明示し、入学者の選考を公正
に行い、合否を決定していること。

3 学則並びに規程に基づき、各回の選考日の2～3日後に入学試験判定会議を開催
し、合否判定については合否基準に則って審議している。

募集要項にアドミッションポリシーを記載しており、各説明会にお
いても周知している。 3.0

説明会を持ち周知に努められています

②学生の受入れは、入学定員に
基づき適正に行っていること。
【注)修学支援新制度機関要件の
確認】
【注）外国人留学生キャリア形成
促進プログラム】

2 入学試験判定会議の議を経て決定している。出願者、合格者は定員数を越えてい
るが　併願受験の辞退を除くと定員を満たせていない。

今後は社会人層の取り込みが課題である。 2.0

少子化を考えると社会人に向けたリカレント教
育も検討されています

2 自主的な学
習の促進に対
する支援

学生の学力や学習状況を把握し、
入学前教育や補習授業を行うなど
学習支援に取組んでいること。学
生の円滑な学習に向け、シラバス
の活用による学習成果の向上や
自主的な学習に関する適切な支
援を行っていること。

・シラバス
・学習状況の把握や補習
授業の実施状況等が分
かる資料
・学習支援の体制や実施
状況が分かる資料

2
入学前教育として、法人共通の学習教材を用いた生物・数学等事前課題、仲間づ
くりを行っている。
シラバスに事前課題を提示、長期休暇中の課題、学習強化のワークシート等を用
い、自分で探索して学習を進めるよう教育方法を検討している。

AO（総合型）入試の導入に伴い、学習意欲の維持、学習習慣の
定着、生物・文章読解等基礎学習が課題であり、入学前教育の
内容・方法を検討中である。

2.5

入学後の授業についていけるかという不安が
和らぎ、大変ありがたい取り組みだと評価して
います。

取り組みとしてはされていると思います

①適切な体制を構築し、障がいの
ある学生、海外からの留学生、社
会人経験者など、多様な学生に対
する支援を行っていること。

2 学習強化が必要な学生は、入学後から各担任等が受持ち学生を決めて個別支援
している。 2.3

②特に海外からの留学生につい
て適正な在籍管理、進路(就職)指
導を行うとともに、日本人学生との
交流の機会が確保されているこ
と。
【注）外国人留学生キャリア形成

ー 該当なし
開校以来、留学生は入学していない。

該当なし -

①カウンセラーの配置、相談室の
設置など、学生の相談に対応する
ための環境整備を行い、適切に運
営していること。

2
各学年担任制をとっており、年度初めに全学生と面談している。そのほか適宜相
談がある場合には担任が窓口となり、内容によって学科長が関わっている。「学生
サポートセンター(SSC）」については、保護者を含め入学前の学校説明会から告知
し、入学後のオリエンテーション時に相談室の利用方法と内容を説明している。

新大阪駅前の姉妹校の横に「学生サポートセンター(SSC）」を設
置しており、希望する学生が活用している。当校と離れているの
で利便性は課題である。

2.5

担任制、SSCの設置があり、体制は取られています

子どもの授業の合間や放課後に気軽に立ち寄れるよ
う定期的な出張窓口の設置やzoomやライン等で気軽
に相談できたらと思います。

②留年者、退学希望者など学習
の継続に困難な問題を抱える学
生に対し適切な対応を行っている
こと。

2

毎年、年度当初めに実施する「学生サポートアンケート」結果を参照し、気になる学
生には早期面談しフォローしている。また2023年度から入学時に「学習能力チェッ
ク」を実施し、その結果を学習支援に活用している。入学後の環境適応がスムーズ
にできるよう、スポーツ大会や、交流会などを開催し、クラス内・先輩後輩のつなが
りを深めている。
成績、欠課・欠席等の気になる学生については、担任が面談し、必要時保護者と
情報共有し支援している。
原級留置、休学・退学希望等の際は、学科長・副学校長が学生本人・保護者と面
談し、悩みや不安の相談を受け、自分の将来を見据えた意思決定支援ができるよ
う対応している。
学生気質の多様化、退学理由の複雑化に対応できるよう、日常的な相談は担任が
行い、メンタル・休学に関わる内容は学科長が面談し保護者とも連携している。成
績不振学生の保護者には保護者会参加と面談を呼びかけている。

退学の主な理由として、学力低迷、体調不良、意欲低下、進路変
更等があげられ、近年は環境に適応できない学生が増加傾向に
ある。割合としては1年生の退学者が多いため、早期から生活習
慣・学習習慣を確立し、看護学生として環境適応できるよう保護
者とも連携しながら関わっている。2025年度は例年に比べ少な
い。
2025年度の退学は、1年生2名(2.7％)、2年生休学から退学2名
(2.4％）、3年生0名であった。
休学は、1年生2名(2.7％)、2年生0名、3年生0名であった。原級留
置は、1年生1名、2年生1名、3年生3名（実習未履修、出産、国試
前に留年決意）であった。

2.0

入学動機、生活背景など、様々な要因もあり、
課題解決は困難な時代であるとは思います。
サポートはしっかりされていると思います

③学校保健安全法に基づく学校
保健計画を策定し、学生の心身の
健康管理体制を整備し、適切に運
用していること。

3
定期健康診断を例年4月上旬に実施している。2025年度も健診受診率は100％で
ある。学園グループの「慶生会クリニック」で精査可能。再受診が必要な学生は、ク
ラス担任がフォローアップしている

感染予防対策として、手指消毒、毎朝の検温、実習前2週間の行
動履歴を取り健康管理している。
普段のマスク着用は任意としているが、感染拡大の時には注意
喚起し義務づけている。実習前2週間は着用を義務づけている。
卒業生の健康管理体制への満足度は高い。

2.8

④学生の経済的側面に対する支
援体制を整備し、適切に周知、運
用していること。

2
高等教育の就学支援制度の対象校となっており、給付型奨学金、入学金授業料
の減免をおこなっている。日本学生支援機構　奨学金、提携教育ローン他につい
ても説明案内を行っている。

状況により　将来の就職を前提とした病院奨学金の案内を行って
いる。 2.3

病院奨学金案内、状況によりではなく保護者、
生徒にも手紙などで周知してほしいです（病院
奨学金制度）知らないままの人も多い気がしま
す。

⑤学生のキャリア支援、就職支援
に対する支援体制を整備し、適切
に周知、運用していること。

3

キャリア教育に対する法人の考え方やフレームを「キャリア教育マップ」として取り
組んでいる。また、入学式では学び方、卒業前の新入職者導入プログラムと卒業
式では社会人としての働き方についてプレゼンテーションし、キャリア教育につな
げている。
学園主催の就職フェア、実習施設説明会、就職ガイダンスを実施している。イン
ターンシップや見学、企業説明会等、多様な場で働く看護職や卒業生との交流の
場を設定し、自己分析し、キャリアプランを考える支援をしている。
本校は単科の小規模校のためキャリアセンター室は設置はないが、その機能を次
長、副学校長、学科長で役割分担し就職指導を行っている。求人情報は図書館で
閲覧できる。

就職率100%を継続達成している。2年次より法人主催の就職フェ
ア等の参加を通じて、社会人基礎力を培うと共に就業意欲を向
上させる取り組みを行い、夏期休暇中の病院見学・インターシッ
プ参加を促し採用試験の早期化に対応している。また、卒業生か
ら就職、キャリア形成について自己の体験を話してもらう機会を
設定している。実際の求職活動に際しては、副学校長・学科長・
担任が就職対策指導（マッチング、資料閲覧、履歴書等指導、面
接対策等）を行っている。

3.0

年々早まる就職フェア等の対応に努力されて
いると思います。

3　学生
の受入

れ、
学生支

援

1 学生募集及
び入学者の選
抜、収容定員

の管理

・学則等
・入試規定、入試実施要
領等
・入学者選考基準、募集
要項等

3 多様な学生
に対する支援

・多様な学生に対する支
援が分かる資料
・留学生の在籍管理、進
路指導等が分かる資料

4 学生生活に
関する支援

・カウンセラーの配置等に
よる相談体制等が分かる
資料
・学生便覧、学生生活の
手引き等に記載の相談体
制等を周知する資料
・学校保健計画や学生の
健康管理体制等が明記さ
れた資料
・学費の減免・分割納付
等に関する資料
・キャリア支援等に関する
資料



令和7年度自己点検評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による評価 【令和8年6月5日実施】

自己評価 委　員　評　価

基準を満たしてお
り、特筆すべき取組
を行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

現状・具体的な取組み等
課題と解決方法

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

基準を満たしており、
特筆すべき取組を
行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

学校関係者評価委員よりの御意見

学校法人　大阪滋慶学園   大阪医療看護専門学校　学校関係者評価委員会　資料

大項目 小項目 評価の基準
評価の基準となる
資料、データ等

自己点検・評価項目総括

①教育課程を実施するのに必要
な、資格・要件を備えた教員を確
保するために基準等（教員の採用
基準等）を整備し、適正に運用し
ていること。

3 看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインの要件を満たしている教員を確
保している。

2025年度末で教員1名が離職、新規に教員3名採用し、さらに実
習指導教員1名を採用した。 3.0

満たせている

②教員の常勤・非常勤、年齢構成
等、また教員一人当たりの授業時
数等を把握していること。また、教
員の専門性、教授力を把握、評価
していること。

2
看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインの要件を満たす教員を確保して
いる。当校は実習施設数も多いため、非常勤の実習指導教員も確保している。
教員の専門性、教授力については、科目の終講試験、学生評価・同僚の意見を基
に把握し、役割分担等で成長の機会を調整し支援している。

実習指導で出張中の教員が多いため学内に残る教員が少なくな
る。学内では社会化の遅れている学生が増えており、細やかな
対応をする必要性があり、教員の増員が望まれる。

2.0

学内でも関わる必要のある学生が増えており増員は望ましいと
思いますが、教員も不足しており。対応が困難であると思います

実習で先生方が少ないと聞いています。困ったことがあってもす
ぐ聞けない事もあると思うので何でも知っている先生に学校にい
てもらったらと思います

①学校の目的に応じた分野の区
分ごとに必要な教員組織を整備
し、業務分担、責任体制を規程等
で定めていること。

3

学校長を教育の統括責任者として、現場の統括については副学校長・事務局次長
が担い、学科長を中心とした教員組織の運営体制を敷いている。
部署連携については、学校運営会議や教務会、各委員会会議を通じて連携を図っ
ている。
専門領域ごとの教員を配置している。必要時臨床の看護師・医師の外部講師を依
頼している。

3.0

②教員間で連携、協力体制を構
築していること。 3 業務分担は教員会議で決定、学年間、専門領域間、教員と実習指導教員間等で

勤務状況から発生する応援依頼等に協働しあっている。
演習応援や試験監督、学校行事等の人員が必要時はミーティン
グで役割や注意事項を共有している。 3.0

①学校の教育活動の改善、工夫
を行うFD(Faculty Development)な
どの取組や、教員の研究活動、自
己啓発等への支援を行っているこ
と。

2 専任教員のＦＤは本学園全体の教員研修や学会等の機会を通じて行っている。
自己啓発で大学院通学中の教員には勤務の配慮も行っている。

2025年度は1名、2026年度はさらに2名が大学院で学んでいる。 3.0

大学院進学者も増えており、教員の質向上に
取り組めている

①-2 特に職業実践専門課程にお
いては、企業等と連携して組織的
に行っていること。
【注）職業実践専門課程】

2 職能団体主催の研修会や学会の研修案内は積極的に参加を呼びかけている。

大学院での研究の場合は、協力依頼を実習施設等に行う際には
配慮している。
教員の研究発表は法人内の発表のみであり、学会発表ができて
いない。

2.3

②教員の授業及び指導力等を修
得・向上するための研修を企業等
と連携して、組織的に行っているこ
と。
【注）職業実践専門課程】

2
教員養成通信教育課程受講中の実習指導教員もおり、教育の実際が学びにつな
がるよう、先輩教員に指導を受けられる機会を設けている。
他の教員の演習に参加し自己の教育指導力の強化につなげている。

新カリの到達度を評価しながら方向性を共有できるよう、教員会
議で共通認識している。法人主催の教員研修には参加している
が、学会・職能団体等の外部研修への参加を促したい。

2.3

4　教育
実施組

織・
教員

1 教員の配
置、

募集、採用

・教員の採用等に関する
資料
・教員名簿
・教員の授業分担、時間
割等の担当する授業時数
等が分かる資料
・教員評価に関する資料

2 教員の組織
編制等

・専門分野の分かる教員
名簿等
・業務分担体制等の規定
等

3 教員の資質
の向上

・教員研修に関する資料
・選考分野について企業
等との連携が分かる資料
・企業等との連携による教
員研修が分かる資料



令和7年度自己点検評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による評価 【令和8年6月5日実施】

自己評価 委　員　評　価

基準を満たしてお
り、特筆すべき取組
を行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

現状・具体的な取組み等
課題と解決方法

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

基準を満たしており、
特筆すべき取組を
行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

学校関係者評価委員よりの御意見

学校法人　大阪滋慶学園   大阪医療看護専門学校　学校関係者評価委員会　資料

大項目 小項目 評価の基準
評価の基準となる
資料、データ等

自己点検・評価項目総括

①教育上の必要性に対応できる
施設・設備、機械器具等を備えて
いること。

3
2020年度よりICTを推進。指定規則上の施設・設備・教育用具等は整備しており、
専門技術を磨くための設備や機器も完備している。またPCルームや図書室も整備
し、学生の学習意欲を喚起している。

2021年度から電子テキストとしてiPad導入、電子黒板を設置。
Teams導入し講義に関する資料や日常の連絡事項などに活用し
ている。また、技術力強化のために心電計、輸液ポンプ、CPS実
習ユニットⅡ（可動式酸素・吸引）等の教材を整備している。人工
呼吸器は系列校の大阪ハイテクノロジー専門学校臨床工学技士
科で講義を受けている。

3.0

時代に即して導入され、環境を整えられていま
す

②学生の学習支援のための施設
(自習室等)を整備していること。ま
た、学生の休憩、食事のためのス
ペースを確保していること。

3
<主な自習室>メディアセンター、在宅看護実習室、図書室、母子看護実習室、看護
実習室等、体育館等。学生便覧に使用方法を掲載している。学生は使用許可願・
機材貸出許可願を提出し課外活動に活用している。
＜休憩、食事のためのスペース＞教室、学生談話室、屋外のベンチ

3.0

③図書室を設置し、専攻分野の教
育に必要な専門書及び参考図書
を配架し、必要に応じて学生が閲
覧できるようにしていること。

3 蔵書は、看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインの要件を満たしている。
司書が常駐し、蔵書の更新、学生・教員の相談にも対応している。 3.0

充実している

①学校保健安全法に基づく学校
安全計画を策定し、学校における
安全対策を適切に行っているこ
と。

2
校舎管理や防災規程に基づき、全教職員で管理体制を整えている。
健康管理は健康管理規程に基づき健康診断を実施、ワクチン接種等を勧奨してい
る。

特に無し。 2.8

②火災の発生や防災に関する組
織体制を整備し、適切に運営して
いること。

3

防災マニュアルを作成し、教職員には周知徹底している。また、学生含め本校関係
者全員に防災マニュアルブックを作成し、配布している。津波や地震など「あべのタ
スカル」での見学・体験学習を実施した。
防災訓練は毎年実施するとともに、防災設備の定期検査や緊急連絡網の整備も
行なっている。

2024年度より市立池田病院と連携した広域災害訓練に2年生が
参加している。
2025年度は火災避難訓練において、消防と連携し消火器操作も
実施できた。

2.8

学校で防災訓練などはされていないのでしょう
か？（何かあった時の為に）

3 施設・設備
等の点検、改
善等

①施設・設備等の日常点検、定期
点検、補修等を適切に行っている
こと。

3 施設・設備等の日常点検、定期点検、については、外部機関と事務が連携し行い、
必要な補修等は速やかに実施している。

2025年度は、学友会との会議を2回実施し、学習環境整備の要
望を受け、電子レンジ設置増等の改善を実施した。さらに、カラス
の被害で自転車駐輪場のネット破損があり、速やかに対応した。

3.0

3 施設・設備
等の点検、改
善等

②施設の改築・改修、設備の更新
等の計画を定め、適切に実施して
いること。

3 長期計画に基づき設備の改修更新を行うとともに、年度ごとで見直しを行ってい
る。

照明のLED化を完了し、空調機器の一部を更新している。 2.8

5　教育
環境

1 教育環境の
整備

・施設・設備等の概要
・演習、実習、学生支援等
の施設等が分かる資料
・指定養成施設の場合
は、必要施設等が整備さ
れていることが分かる資
料
・図書室の整備や専門書
等の整備が分かる資料

2 安全対策、
防災組織

・学校保健安全法等に基
づく計画等の安全対策が
分かる資料
・防災計画や消防点検等
及び改善状況等が分かる
資料
・防災訓練等の実施が分
かる資料

・施設・設備などの点検、
補修等が分かる資料
・施設の改築、改修等や
設備の更新等の計画及び
実施が分かる資料



令和7年度自己点検評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による評価 【令和8年6月5日実施】

自己評価 委　員　評　価

基準を満たしてお
り、特筆すべき取組
を行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

現状・具体的な取組み等
課題と解決方法

特記事項（特徴･特色･特殊な事情等）

基準を満たしており、
特筆すべき取組を
行っている：３
概ね基準を満たして
いる：２
基準を満たしておら
ず改善が必要：１

学校関係者評価委員よりの御意見

学校法人　大阪滋慶学園   大阪医療看護専門学校　学校関係者評価委員会　資料

大項目 小項目 評価の基準
評価の基準となる
資料、データ等

自己点検・評価項目総括

①当該専修学校が策定している
中長期的計画に、教育目的、教育
目標の実現に向けた具体的な内
容が位置付けられていること。

3

年度当初に法人および本校の事業計画の概要を発表し、教職員への周知徹底を
図っている。組織目的達成のために長期・中期・短期の定性目標と定量目標を定
め、会議や研修等を通じて目標を達成するという共通の意識を教職員全員に促
し、各人の行動力の喚起に注力している。
実際の運営の検証・指導・支援体制も設け、計画遂行状況の確認、問題点の早期
発見と対策等、業務改善するプロセスも確立している。

法人の5ヶ年計画に基づき各年度の内容を明確に示されている。
本校の事業計画について各人がよく理解し、その計画を遂行して
いく中で教職員各々のリーダーシップが発揮され、職場の運営や
人材育成がなされていくと考えている。その為にも、教職員の育
成、成長が常に重要である。
人材育成と共に、事業計画に基づいた学校運営に力を入れて行
きたい。

3.0

②当該専修学校の教育活動を安
定して遂行するために必要かつ十
分な財務基盤を確立しているこ
と。

3
定期的に監事のヒアリングを受け、決算日後に公認会計士と監事の会計監査を受
けている。
負債の総資産に対する割合が基準を満たしている。債務超過になっていない。
借入金償還額が帰属収入割合をクリアしている。

経費の見直しや収入の増加によって現金預金を増加させ、総資
産を増やすように努力していく。 3.0

2 学校運営

①学校運営の組織体制を整備し、
適切な運営が行われていること
（職業教育に関するマネジメント
（教育の企画・設計・運営等）にお
ける責任体制を含む。）。

・学校運営に関する規定、
学校運営に関する会議
体、規則等及び運営状況
が分かる資料

3

法令に則り、理事会、評議員会が開催され、法人の運営状況を確認、検証してい
る。本学園の幹部会議では法人内の各学校の管理・運営状況を確認・情報を共有
し、リスクに関して、速やかに対応ができるような体制になっている。会議規程を基
に、事業計画に意思決定システムとして、各種会議やミーティング、委員会を明記
している。
総学生数が240名程度の小規模の学校であるので、学校長を柱として副学校長、
学科長、事務局次長が常に連携しながら運営にあたっている。

組織図に基づく適切な運営を管理運営会議等で確認・検証し、教
務会や教職員会議を通じ、報告・連絡、情報共有している。
各クラス代表者と副学校長・事務部長との話し合いを定期実施
し、学友会と学校との連携を強化している。

3.0

①学校関係者評価委員会、教育
課程編成委員会等、外部からの
意見を反映するなど、関連企業等
団体、地域社会等からの意見を当
該専修学校の運営やその改善・
向上において活用していること。

3
学園では、コンプライアンスの推進に関する基本方針の策定、教職員に対する啓
発及び教育・研修、コンプライアンス上の疑問や問題・法令違反懸念等の通報に
対しての対応を行なっている。毎年　養成施設報告、学校基礎調査、学校基本調
査にて報告をおこなっている。

学校運営を進めていく上で、法令については一つの過失で社会
的信頼を失うことになるため、今後も教職員の研修に力を入れて
いく必要がある。学園ならびに本校においてもコンプライアンスの
推進に関する教職員に対する啓発及び教育・研修を継続して実
施していく。

3.0

特に職業実践専門課程において
は、教育課程編成委員会を年２回
以上開催していること。
【注）職業実践専門課程】

2 職業実践専門課程として、教育課程編成委員会は年2回の開催を計画している。
昨年度は、副学校長が実習指導もおこなっており、また外部委員
とのスケジュール調整が困難であり、年度末の実施となった。 2.0

②学校評価を実施し結果及び改
善状況についての情報を公表して
いること。 3

職業実践専門課程として、自己点検・自己評価を実施している。2021年度は私立
専門学校等学校評価研究機構（以下機構）に加盟し、第三者評価を受けた。
ホームページ上で結果を公開している。

特になし 3.0

③学校評価の結果に基づく改善
への取組を組織的かつ継続的に
行っていること。

2
卒業生評価を取り入れておらず、実習施設や就職施設の看護部に意見を聴くのみ
であった為、行事で来校の卒業生にアンケート調査を実施した。
さらに、卒業生支援のホームカミングデーが実施できていなかったので、2026年度
は行事として実施した。

2025年度は来校の卒業生7名にアンケート調査を実施した。 2.3

開催時期の提案をさせていただいたが、現場からは時期は妥当
とうかがったので、継続されたい

遠方や多忙で学校人行けない卒業生の為にzoomなどを活用し
たオンライン参加などの導入はどうですか。
案内状（ハガキ）だけではなく早めにメールやラインSNSなどを活
用してリアルタイムで情報を届ける。

①当該専修学校の教育活動、学
校運営等の状況に関する情報を
積極的に公表していること。

2
看護師国家試験を受験した結果（受験者数や合格者数、合格率）や就職内定率な
どは在校生保護者会や入学案内等でも公開しており、ホームページ上では職業実
践専門課程の規定通り、公表している。

情報公開の形式、手段等は法人内の各校で合わせている。
（学校の概要・目標及び計画、学科教育、教職員、キャリア教育・
実践的職業教育、教育活動・教育環境、学生の生活支援、学生
納付金・修学支援、学校の財務、学校評価、国際連携の状況、そ
の他）

2.5 法人内で共有されており問題は無いと思いま
す。

②教育目的・目標の達成状況や
活動状況について関連する教育
機関、産業界等をはじめ、社会全
体からの理解を得るよう取組んで
いること。

2

体育館は、府立刀根山高等学校、大阪ハイテクノロジー専門学校などに貸し出し
ている。
適宜地域のボランティア活動の案内を行っている。赤ちゃん先生の北摂地域のイ
ベントで赤ちゃんの遊び相手をするボランティアにも参加している。
館内施設や設備を大阪刀根山医療センターをはじめ、地域の保育園や幼稚園、企
業、各種団体へ開放し、今後も積極的に住民の方々との交流を図っていきたい。

2024年5月「看護の日」の活動として、大阪刀根山医療センター
の敷地内の清掃活動を実施、2025年度以降は、学校周辺地域
の清掃活動を実施している。
2025年5月には大阪府訪問看護ステーション協会主催のACP研
修に会場提供した。
2025年度も2年生は地域在宅看護実践論において「いきていく
フェス2025」に参加。さらに、「とよなかフクシてん2025」にも参加
し、福祉でつながる未来へを考えるディベートやゲームブース運
営に参加した。
1年生は「とよなかフクシてん2025」において、認知症啓発プログ
ラムの寸劇に参加した。
2026年度も継続予定である。

2.8

開催日時
開催場所

柏原　弘子　（学科長） 今西　良介（高校代表：大阪府立　刀根山高等学校　校長）
逸見　晃二　（事務局次長） 浦野　千惠子（地域代表：社会福祉法人心音会　刀根山こころこども園　理事長）

岸田　楓（卒業生代表：本校　第６期卒業生）
髙橋　絵里奈（保護者代表：本校１年学生　保護者）

2026年度　学校関係者評価委員会
2026年6月5日（金）　10時00分　～　11時30分

大阪医療看護専門学校　本館　201教室

出席者

事務局 委員
橋本　勝信　（学校長） 新田　伊津美（業界代表：独立行政法人国立病院機構　大阪刀根山医療センター　看護部長)

澤本　万紀子（副学校長） 黒岡　多佳子（業界代表：公益社団法人　大阪府看護協会　教育部　部長補佐）

6　教育
活動の
基盤

と改善・
向上の
取組

1 中期事業計
画と財務基盤

・中・長期計画が分かる資
料
・財務計画、状況が分か
る資料

3 学校評価の
実施と改善活

動

・学校関係者評価委員
会、教育課程
編成委員会等の議事録
及び意見等が
反映されたことが分かる
資料
・関連企業等団体、地域
社会等の意
見及び意見を踏まえた改
善等が分か
る資料
・学校評価の結果や改善
状況を公表
していることが分かる資料
・学校評価の改善状況が
分かる資料

4 社会から
の理解と情
報の公表

・教育活動、学校運営等
の情報を公
表していることが分かる資
料
・教育目的等の達成や活
動状況につ
いて関連教育機関や産業
界等に対す
る取組等が分かる資料


